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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 4,355 9.2 644 70.9 732 65.4 368 52.2
22年3月期第2四半期 3,989 △6.3 377 △20.3 442 △22.4 242 △22.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 25.73 ―
22年3月期第2四半期 16.91 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 27,805 11,267 40.5 786.99
22年3月期 27,658 11,023 39.9 769.89

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  11,267百万円 22年3月期  11,023百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00
23年3月期 ― 8.00
23年3月期 

（予想）
― 8.00 16.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,992 6.2 1,244 11.4 1,382 7.7 763 6.0 53.30



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四
半期決算短信(添付資料)３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 14,667,000株 22年3月期  14,667,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  349,197株 22年3月期  349,171株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 14,317,824株 22年3月期2Q 14,317,870株



  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 …………………………………………2 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 …………………………………………………2 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 …………………………………………………3 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 …………………………………………………3 

2. その他の情報 ……………………………………………………………………………4 

(1) 重要な子会社の異動の概要 …………………………………………………………4 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ………………………………………4 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ………………………………4 

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要 ………………………………………4 

3. 四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………5 

(1) 四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………5 

(2) 四半期連結損益計算書 ………………………………………………………………7 

【第２四半期連結累計期間】 …………………………………………………………7 

(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………8 

(4) 継続企業の前提に関する注記 ………………………………………………………9 

(5) セグメント情報等 ……………………………………………………………………10 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ………………………………11 

  

＊当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資

料等については、開催後速やかに当社ホームページで掲載する予定です。   

・平成22年11月22日(月)・・・・・アナリスト向け決算説明会 

○添付資料の目次
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 当第２四半期連結累計期間における日本経済の概況は、急激な円高進行に加え、依然として厳しい雇

用・所得環境に改善の兆しが見られず、先行きの景気に下振れリスクが存在したまま推移いたしまし

た。 

 経済産業省の特定サービス産業動態統計調査７月確報によりますと、平成22年４月から７月における

結婚式場業の売上高、取扱件数は前年同期比で減少しております。同じく葬祭業では売上高、取扱件数

共に前年同期比で増加しております。 

 このような環境下におきまして、当社グループは周辺売上増強・新商品・新サービスの商品化による

収益源の確保に努めるとともに、コスト改善による利益率維持向上及びターゲットユーザー別のコンセ

プト再構築等に努めてまいりました。 

 冠婚事業においては、邸宅型バンケットホールのコンセプトである、オンリーワンの良さを実現する

為に、貸切感を生かしてサービス品質のレベルアップによる感動空間を充実させております。 

 フロントマン訓練強化に努め、婚礼を中心に据えながら、祝儀関連売上の増進を図るとともに、ロー

コストオペレーションを推進するために、担当部門の垣根を越えたマルチジョブ化を強化し続けてまい

りました。スウィートホームウェディング（衣裳・挙式・写真・パーティーがセット）プラン、フォト

ウェディングプラン及び挙式・写真プランなど、より充実したプランを提案するとともに一般宴会の受

注強化に努めました。前年同期に比べ１組当たり客単価は増加したものの、婚礼施行組数(挙式のみ・

写真のみ・一般宴会及び小規模披露宴を除く)が減少したことにより、売上高は277百万円（前年同期比

15.9％減少）となりました。労務効率の改善とコスト改善等に取り組んだものの、営業利益は７百万円

（前年同期比67.9％減少）となりました。 

 葬祭事業における業界環境は、価格競争が激化しており、消費者の高齢化が進む中で、社会的な交際

範囲の縮小と伝統的な葬儀式に対する社会意識の変化による会葬者数減少、さらには経済情勢悪化の影

響もあって葬祭施行単価は減少傾向にあります。 

 この様な状況において当社は、「語らい偲ぶ」葬儀の原点に返り、平成21年９月より故人様とご家

族、ご会葬者を結ぶ参加型葬儀の商品として「花園」を提案いたしました。当第１四半期には、この

「花園」に寄せられる声を受け、心と心の距離をより近くに感じられる新商品「灯り」(意匠登録第

3797595)を新たに提案いたしました。 

 施設面では施行件数の拡大を図るため、既存大規模施設のカルチャーＢＯＮＤＳ平塚(平塚市)、カル

チャーＢＯＮＤＳ小田原(小田原市)、湘和会堂茅ヶ崎(茅ヶ崎市)、湘和会堂秦野(秦野市)に中小規模の

葬儀にも対応可能な家族葬専用フロアを設けるなど施行規模に応じたレイアウトや料金プランを提供で

きるようサービスのラインナップ充実に努めてまいりました。また、法事件数は当社グループ全体で前

年同期に比べ65.5％増となるなど葬儀周辺売上を強化いたしております。 

 営業エリアにおける死亡人口伸び率は前年同期に比べ増加いたしました。このような環境下、前期に

新規開業した施設が通年稼動したこと及び上記記載の取り組みによって既存大規模店舗の施行件数が増

加したことによりシェア率が増加し、施行件数は前年同期に比べ増加いたしました。また新商品・新サ

ービスの提案を行い、葬祭単価も前年同期に比べ微増したことにより売上高は3,637百万円（前年同期

比12.7％増加）となりました。営業費用はマルチジョブの推進による労務効率の向上や業務委託費の抑

制、各種内製化を行うなどコスト改善に取り組んだことにより2,663百万円（前年同期比5.3%増加）と

なり、営業利益は973百万円（前年同期比39.3％増加）となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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 互助会事業では、加入者施行件数の増加により売上高は139百万円（前年同期比11.9%増加）となりま

した。営業費用は71百万円（前年同期比9.9%減少）であり、営業利益は67百万円（前年同期比50.7%増

加）となりました。 

 介護事業では、６月にオープンしたグループホーム「へいあん善行」（藤沢市）が順調に稼動し売上

高は436百万円（前年同期比2.0%増加）となりました。一方、施設オープン及び「介護職員処遇改善交

付金」制度の導入により主に人件費が増加した結果、営業費用は432百万円（前年同期比8.6%増加）と

なり、営業利益は4百万円（前年同期比85.4%減少）となりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は4,355百万円（前年同期比9.2％増加）、営

業利益は644百万円（前年同期比70.9％増加）となり、経常利益は営業外収益で保険解約返戻金11百万

円、介護事業の補助金収入17百万円及び営業外費用で有価証券評価損21百万円を計上したことにより

732百万円（前年同期比65.4％増加）となりました。また、特別損失として資産除去債務会計基準の適

用に伴う影響額49百万円を計上したことにより、四半期純利益は368百万円（前年同期比52.2％増加）

となりました。 

 なお、各事業の売上高、営業損益は事業間の取引による金額を含んでおります。 

  

 当第２四半期の連結財政状態は、総資産は前連結会計年度末に比較して146百万円の増加となりまし

た。流動資産では、法人税等の支払及び有価証券、投資有価証券の取得、償還等により現金及び預金が

33百万円減少、有価証券が取得、償還、振替等により212百万円の減少となりました。また、投資その

他の資産では、投資有価証券が取得、振替等により365百万円増加しております。 

 負債合計では、前連結会計年度末に比較して97百万円の減少となりました。流動負債では、法人税等

の納付により未払法人税等が68百万円減少いたしました。固定負債では、会計基準の変更に伴い資産除

去債務が90百万円増加し、前払式特定取引前受金が86百万円減少しております。 

 純資産は、前連結会計年度末と比較して244百万円の増加となりました。 

 キャッシュ・フローの状況は、営業活動によるキャッシュ・フローは475百万円の獲得となりまし

た。これは、税金等調整前四半期純利益662百万円、減価償却費255百万円、資産除去債務会計基準適用

による影響額49百万円、有価証券評価損21百万円が計上された一方で、たな卸資産、仕入債務、前払式

特定取引前受金の減少及び法人税等の支払382百万円が生じたことによるものであります。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは177百万円の使用となりました。これは主に、定期預金の預

入・払戻による純額217百万円の流入、有価証券、投資有価証券の取得による支出2,702百万円及び償還

による収入2,500百万円、有形固定資産、無形固定資産の取得による支出206百万円によるものでありま

す。  

 財務活動によるキャッシュ・フローは114百万円の使用となりました。これは、配当金の支払による

ものであります。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ

183百万円増加し、3,930百万円となりました。 

  

平成22年５月10日に公表いたしました通期の業績予想から修正は行っておりません。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

①会計処理基準に関する事項の変更 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３

月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日）を適用しております。  

 これにより、営業利益2,873千円、経常利益2,873千円及び税金等調整前四半期純利益52,083千円そ

れぞれ減少しております。  

②表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書） 

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づき「財務諸表

等規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日 内閣府令第５号)の適用に伴い、当第２四

半期累計期間では「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

  

該当事項はありません。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,125,287 4,159,035

売掛金 222,576 212,985

有価証券 3,795,296 4,007,579

商品及び製品 53,010 50,111

原材料及び貯蔵品 104,038 95,236

繰延税金資産 92,388 89,347

供託金 45,100 45,100

その他 178,440 122,191

貸倒引当金 △22 △675

流動資産合計 8,616,116 8,780,910

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,480,372 4,582,218

機械装置及び運搬具（純額） 71,145 52,812

工具、器具及び備品（純額） 165,922 173,266

土地 6,824,636 6,824,636

その他 22,412 2,020

有形固定資産合計 11,564,489 11,634,954

無形固定資産 54,981 58,798

投資その他の資産

投資有価証券 4,853,669 4,488,586

長期貸付金 49,790 49,790

長期預金 600,000 600,000

繰延税金資産 374,042 350,483

その他 1,702,724 1,705,308

貸倒引当金 △10,290 △10,290

投資その他の資産合計 7,569,936 7,183,878

固定資産合計 19,189,407 18,877,631

資産合計 27,805,524 27,658,542
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 195,093 203,221

未払法人税等 290,019 358,179

掛金解約手数料戻し損失引当金 13,361 15,511

その他 581,280 607,953

流動負債合計 1,079,755 1,184,865

固定負債

繰延税金負債 56,578 56,306

退職給付引当金 45,478 40,790

役員退職慰労引当金 125,777 125,777

資産除去債務 90,094 －

前払式特定取引前受金 15,110,511 15,197,507

その他 29,421 30,181

固定負債合計 15,457,861 15,450,563

負債合計 16,537,616 16,635,429

純資産の部

株主資本

資本金 785,518 785,518

資本剰余金 2,838,393 2,838,393

利益剰余金 7,858,778 7,604,910

自己株式 △180,765 △180,755

株主資本合計 11,301,924 11,048,065

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △34,016 △24,952

評価・換算差額等合計 △34,016 △24,952

純資産合計 11,267,907 11,023,112

負債純資産合計 27,805,524 27,658,542
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 (2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 3,989,942 4,355,302

売上原価 3,047,916 3,156,018

売上総利益 942,025 1,199,283

販売費及び一般管理費 564,799 554,465

営業利益 377,226 644,818

営業外収益

受取利息 35,030 28,945

受取配当金 1,006 1,240

掛金解約手数料 24,427 17,974

保険解約返戻金 － 11,899

補助金収入 － 17,118

その他 30,910 38,984

営業外収益合計 91,373 116,162

営業外費用

供託委託手数料 2,957 2,794

掛金解約手数料戻し損失引当金繰入額 205 2,215

保険解約損 20,813 －

有価証券評価損 － 21,500

その他 1,731 2,061

営業外費用合計 25,706 28,571

経常利益 442,893 732,409

特別利益

固定資産売却益 － 19

貸倒引当金戻入額 － 653

特別利益合計 － 672

特別損失

固定資産除売却損 15,170 20,971

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 49,210

特別損失合計 15,170 70,181

税金等調整前四半期純利益 427,723 662,900

法人税、住民税及び事業税 160,586 314,449

法人税等調整額 25,072 △19,960

法人税等合計 185,658 294,488

少数株主損益調整前四半期純利益 － 368,411

四半期純利益 242,064 368,411
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 427,723 662,900

減価償却費 246,190 255,654

掛金解約手数料戻し損失引当金の増減額（△は
減少）

△2,871 △2,149

貸倒引当金の増減額（△は減少） 108 △653

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,504 4,687

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3,840 －

受取利息及び受取配当金 △36,036 △30,185

保険解約損益（△は益） 20,813 △11,899

有価証券評価損益（△は益） － 21,500

有形固定資産除売却損益（△は益） 15,170 20,952

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 49,210

売上債権の増減額（△は増加） △6,275 △9,591

たな卸資産の増減額（△は増加） △6,815 △11,701

仕入債務の増減額（△は減少） △21,678 △8,127

前払式特定取引前受金の増減額（△は減少） △42,027 △86,996

その他 △93,267 △43,494

小計 502,696 810,106

利息及び配当金の受取額 40,173 47,577

法人税等の支払額 △383,744 △382,040

営業活動によるキャッシュ・フロー 159,125 475,643

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △109,490 △110,290

定期預金の払戻による収入 112,600 327,580

有価証券の増減額（△は増加） 499,821 －

有形固定資産の取得による支出 △190,288 △177,069

有形固定資産の売却による収入 33 291

無形固定資産の取得による支出 △1,743 △29,824

投資有価証券の取得による支出 △2,334,538 △2,702,063

投資有価証券の償還による収入 2,200,000 2,500,000

供託金の預入による支出 △100 －

その他の支出 △50,750 △47,355

その他の収入 38,759 60,903

投資活動によるキャッシュ・フロー 164,304 △177,828

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △114,347 △114,263

自己株式の取得による支出 － △10

財務活動によるキャッシュ・フロー △114,347 △114,273

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 209,082 183,541

現金及び現金同等物の期首残高 2,943,576 3,746,855

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,152,658 3,930,397
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当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記
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【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 
  

【セグメント情報】 

(追加情報) 

第1四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針

第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

① 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、当社の経営

機関である取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象と

なっているものであります。  

 当社は、主に冠婚葬祭の施行を中心に行っており、子会社である株式会社へいあんは互助会及び介護

事業を行っております。また、子会社山大商事株式会社は冠婚葬祭施行時の料理・返礼品等の提供を行

っております。  

  したがって、神奈川県を中心とした地域において「冠婚事業」、「葬祭事業」、「互助会事業」、

「介護事業」を報告セグメントとしており、各事業に含まれないものを「その他」としております。  

  

② 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

 
(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。 

  

(5) セグメント情報等

冠婚事業 葬祭事業
互助会 
事業

介護事業
その他の事

業
計

消去又は 
全社

連結

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 329,332 3,227,540 3,432 428,212 1,425 3,989,942 － 3,989,942

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － 121,155 － － 121,155 (121,155) －

計 329,332 3,227,540 124,588 428,212 1,425 4,111,098 (121,155) 3,989,942

営業利益 
（又は営業損失）

23,450 699,091 44,718 29,882 △3,911 793,231 (416,004) 377,226

報告セグメント
その他 
(注)

合計

冠婚事業 葬祭事業 互助会事業 介護事業 計

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高

  外部顧客への売上高 277,020 3,637,308 2,693 436,767 4,353,790 1,512 4,355,302

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― 136,660 ― 136,660 ― 136,660

計 277,020 3,637,308 139,353 436,767 4,490,450 1,512 4,491,962

セグメント利益又は損失(△) 7,537 973,701 67,392 4,365 1,052,998 219 1,053,218
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③ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項) 

 
(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

④ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

該当事項はありません。 

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,052,998

「その他」の区分の利益 219

セグメント間取引消去 △136,660

全社費用(注) △271,739

四半期連結損益計算書の営業利益 644,818

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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